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( 科目コード：4000620002JJ)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】物理 I

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・2 年次
【担当教員】

辻川 信二

【授業目標・教育方針】
物理学は、複雑・不規則なもののように見える自然現象の中から、法則性を見いだし、多様な現象をいくつかの基本
法則に基づいて統一的に理解しようとする学問です。
この授業では週２回の授業内容を連続して使い、力学分野の授業を行います。
力学分野では、１年の電気基礎で学習した電場の考え方を手がかりにして、まず始めに、物体の位置の表示法、速度
と相対速度などについて学びます。次に等速度運動と等加速度運動の性質を学び、物体の運動の様子についての理解
を深めます。そして、それまでの知識を基にして、運動の法則、仕事、エネルギー等について内容を深め、さらに余
裕があれば、いろいろな運動について学びます。
授業では、基本原理・法則がどのように導かれたかを理解し、演習問題を通して数理的取り扱いを習得すると共に、
体系づけて考える力を養うことを目標とします。

【授業概要】
力学 3 回直線運動の速度等速直線運動、平均の速さ、瞬間の速さ、速度、速度の合成と分解、スカラーとベクトル、
変位、相対速度力学 2 回直線運動の加速度加速度、等加速度直線運動力学 3 回落体の運動重力による運動、自由落下、
鉛直投射、曲線の運動、水平投射、斜方投射力学 2 回力とそのはたらき力とは何か、力の例、力の合成と分解、力の
つりあい、作用・反作用、浮力力学 2 回剛体にはたらく力のつりあい剛体にはたらく力、力のモーメント、剛体には
たらく力の合成、偶力、剛体のつりあい、重心力学 3 回運動の法則慣性の法則、運動の法則、運動方程式、質量と重
さ、力を及ぼしあう２物体の運動、単位、次元力学 2 回摩擦や空気の抵抗を受ける運動静止摩擦、静止摩擦係数、動
摩擦、動摩擦係数、空気抵抗と終端速度力学 2 回運動量と力積運動量と力積の関係、力が変化する場合の力積力学 2
回運動量の保存２物体の衝突、運動量保存、物体の分裂力学 1 回反発係数一直線上の２球の衝突、小球と床の衝突力
学 5 回いろいろな運動等速円運動、円運動に必要な力、慣性系、遠心力、慣性系と非慣性系、単振動、単振動に必要
な力、惑星の運動、万有引力の法則、重力、万有引力による位置エネルギー力学合計回数 27 回熱とエネルギー分野熱
熱とエネルギー熱 2 回仕事仕事、重力と仕事、仕事の原理、仕事率熱 2 回運動エネルギーエネルギー、運動エネル
ギー、仕事と運動エネルギー熱 2 回位置エネルギー重力による位置エネルギー、弾性力による位置エネルギー、保存
力熱 1 回力学的エネルギーの保存力学的エネルギーの保存、保存力以外が仕事をする場合、衝突と力学的エネルギー
の変化
・ 仕事と力学的エネルギー：　仕事の定義と仕事をする能力として運動の法則から力学的エネルギーが定められるこ
と、摩擦力が働かない運動の場合には力学的エネルギーが保存されることを学ぶ。
・ 熱とエネルギー：　ジュールの実験から熱はエネルギーの一種であること、熱と温度の関係、熱と仕事の間の量的
関係、気体の法則について学び、種々のエネルギーが互いに変換されるが、その総量は保存されることを学ぶ。
・ いろいろな運動：　運動の法則をもとにして、等速円運動、単振動、慣性力、惑星の運動、万有引力について学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：高専の応用物理（森北出版）
傍用問題集 : センサー物理（啓林館）
図解集：新訂物理図解（第一学習社）

【メッセージ】
物理学の考え方は、分野を問わず工学の様々なところで必要になってきます。たんに公式を丸暗記するのではなく、
現象を良く理解し、自分で公式を導けるようになることが大切です。
演習問題を通して数理的な取り扱いを習得すると共に、体系づけて考える力を養うように心がけて下さい。演習問題
は必ずペンを持って自分で解いて下さい。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：30%，その他：定期試験（中間試験、期末試験）結果を７０％、
レポートの結果をあわせて約３０％として、成績の評価を行う。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：物理 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～ 4 回 直線運動の速度・加速度 等速直線運動、平均の速さ、瞬間の速さ、速度、速度
の合成と分解、スカラーとベクトル、変位、相対速
度、加速度、等加速度直線運動

課題

第 5 回～ 8 回 落体の運動 重力による運動、自由落下、鉛直投射、曲線の運動、
水平投射、斜方投射

小テスト

第 9 回～ 12 回 質点および剛体に働く力のつり
あい

力とは何か、力の例、力の合成と分解、力のつりあ
い、作用・反作用、浮力、剛体にはたらく力、力の
モーメント、剛体にはたらく力の合成、偶力、剛体の
つりあい、重心

第 13 回～ 16 回 運動の法則と直線運動 慣性の法則、運動の法則、運動方程式、質量と重さ、
力を及ぼしあう２物体の運動、単位、次元、静止摩
擦、静止摩擦係数、動摩擦、動摩擦係数、空気抵抗と
終端速度

中間試験

第 17 回～ 20 回 運動量と力積・運動量の保存 運動量と力積の関係、力が変化する場合の力積、２物
体の衝突、運動量保存、物体の分裂、反発係数、一直
線上の２球の衝突、小球と床の衝突

課題

第 21 回～ 24 回 いろいろな運動 等速円運動、円運動に必要な力、慣性系、遠心力、慣
性系と非慣性系、単振動、単振動に必要な力、惑星の
運動、万有引力の法則、重力、万有引力による位置エ
ネルギー <exams 小テスト

第 25 回～ 28 回 仕事とエネルギー 仕事、重力と仕事、仕事の原理、仕事率、エネル
ギー、運動エネルギー、仕事と運動エネルギー、位置
エネルギー、重力による位置エネルギー、弾性力によ
る位置エネルギー、保存力、

課題

第 29 回～ 30 回 力学的エネルギーの保存 課題
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